
 

1 

令和８年１月９日 

企画課 

業務課 

庄原市高野町地区の給水区域の拡大等について 

 

１ 要旨 

庄原市水道事業において、高野町中門田地区の全部を給水区域とするとともに、高野

町南地区の一部について、「広島県水道広域連合企業団水道事業等の設置等に関する条

例」（以下「条例」という。）等の給水区域に地区名の記載が漏れていたことから、これ

を是正する。 

この給水区域の拡大等について、条例改正案を提出する。 

 

２ 給水区域の拡大（高野町中門田地区）※当該地区周辺の給水区域図は P2 を参照 

(1) 内容 

高野町中門田地区の一部について、住民要望を踏まえて検討した結果、採算性が見

込めることから、当該地区を給水区域に加える。 

 

(2) 経緯 

平成 25 年度に住民から庄原市に対して水道水供給の要望があり、令和２年度に庄

原市が住民と協議を行った結果、施設整備に係る住民負担が大きく事業化に至らな

かった。 

令和５年度に庄原市水道事業が水道企業団へ移管後、国庫補助金の活用等により、

事業の見込みが立った。 

現在、当該地区の 33 戸のうち 22 戸の住民は、施設整備費の負担と利用開始の意思

を確認済みである。 

 

(3) 概算整備費用 

102,500 千円（施設整備に必要な財源には、国庫補助金と住民負担金を充てる。） 
※ 22 戸へ給水した場合の施設整備費 

 

(4) 収支見通し 

   施設整備費に国庫補助金と住民負担金を充てることで、40 年間の収支見通しは、

当該地区の給水収益で給水費用を賄える見込みである。 

給水収益 39,161 千円/40 年 ＞ 給水費用 31,985 千円/40 年 

【試算結果】 

区分 試算額 備考 

給水収益 39,161 千円/40 年 
令和６年度の１戸当たりの水道料金を基に、今後の水需要

予測を加味して試算（現行料金を維持した場合） 

給水費用 31,985 千円/40 年 
 

 

 維持管理費 31,985 千円/40 年 
令和６年度の１戸当たりの維持管理費を基に、物価上昇率

を加味して試算 

 施設整備費 0 千円/40 年 
国庫補助金、住民負担金を充てるため試算額に算入してい

ない 

※ 22 戸へ給水した場合の 40 年間（水道管の耐用年数）の収支見通しを試算 
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３ 給水区域地区名の是正（高野町南地区） 

(1) 内容 

高野町南地区の一部について、庄原市水道事業の給水区域内として水道を供給し

ているが、条例及び水道事業認可の給水区域に地区名の記載が漏れていたことから、

これを是正する。 

 

 (2) 経緯 

当該地区は、昭和 63 年度の水道事業変更認可時に「高野町別当」として給水区域

に含まれていたが、平成 16 年度の市町村合併に伴う地名変更により 「高野町中門田」

及び「高野町南」に分割された際、庄原市の条例改正及び水道事業認可変更において、

「高野町南の一部」の記載漏れが生じた。 

令和５年度に庄原市水道事業が水道企業団へ移管した際に、庄原市の条例及び水

道事業認可申請書の内容を継承したため、記載がされていない状態のまま現在に至

っている。 

 

４ 今後の対応 

(1) 条例改正 

庄原市水道事業の給水区域について、所要の変更を行うため、令和８年１月水道企

業団議会に条例改正案を提出する。 

 

 (2) 水道法に基づく手続き 

条例改正後、県食品生活衛生課へ水道事業変更届を提出する。 

 

 

 高野町中門田地区周辺の給水区域図 

  
 


